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結核症の結核苗及びチモシー茜抗原に対する沈降反応

に関する臨床的及び実験的研究

第2報 結核菌及びチモ シー菌抗原の態度に関する実験的研究

東京大学伝染病研究所第八研究部(指 導 美甘 義夫教揮)

江 藤 武 夫

(昭和26年9月12日 受付)

人型結核菌及びチモシー菌の生菌及びアンチホル ミソ

浸出抗原がともに結核患者血清に対して特異的に沈降反

応を示すことは第1報 に述べたが,両 抗原に対する陽性

率は結核菌抗原の方が高 く,チ モシー菌抗原は陽性率が

やや低下することを知つたeこ こ 第1表

に両抗原の異同を比較検討する目

的で,結 核菌及びチモシー菌の生

菌及びアソチホルミン浸出残渣菌

体並びに浸出液をそれぞれ家兎に

接種して,そ の抗血清について両

抗原に対する沈降反応を交叉的に

試み,両 抗原の共通性並びに特異

性を動物実験的に検討 してみた◎

実験1結 核菌及びチモシ鞠菌

生菌接種家兎血青における

両抗原の交叉沈隆反応

実 験 今方 法

1)家 兎免疫:家 兎を3匹 宛二群に分け一一群には人

型結核菌(H2株)生 菌1mg宛 を,他 の一群にはチモ

シー生菌10mg宛 を1回 皮下接種す◎使用家兎は免疫

前その血清が両極抗原に沈降反応を示さないことを確か

めた。

2)抗 血清:両 菌株接種後1週 毎に採血.,血 清を分

離,非 働性にして両抗原に対する沈降反応を同時 に試

むQ

3)抗 原:臨 床実験に用いたものと同一製法による

アンチホルミン浸出液である。

4)沈 降反応実施法:臨 床実験に施行 したと同じ法

で結核菌免疫家兎血清とチモシー菌免疫家兎血清の二群

について次に示す如き組合わせにより交叉的に沈降反応

を試む◎
、(血 清)+・(抗 原)

人 型結核生菌免疫群においては,Tb抗 原 に対する沈

降反応の陽性持続期聞は,Tm抗 原 に対するより長 く,

人型結核菌が共通免疫元性を持つことを首肯せしめるが,

特異性はTb抗 原の方が強大であるo

結 核生菌免疫家兎群における沈降反応
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判定法は前報臨床実験と同じ法による◎

実 験 成 績

1)結 核生菌免疫家兎群における沈降反応

結果は第1表 に掲載する如 くである◎

2)チ モシー生菌免疫家兎群における洗降反応

この実験の成績は第2表 に示す通りであるc
も

チモシー生菌免疫家兎群においては,そ の免疫血漕に

対し,Tm,Tb両 抗原と亀に陽性沈降反応を示し,し か

も反応の出現,持 続及び程度は両抗原間に差違を認めず,

チ モシー菌が両抗原に対 し共通免疫元性を持つことは明

らかであるが,チ そシー菌抗原の特異性は特に認め得ら

れない。

小 括 並 び に 考 按

人型結核菌免疫群においてはTb抗 原に対し第10週

乃至第14週 迄陽性反応を持続し,Tm抗 原 に対 しては

第8週 乃至第12週 迄陽性で,以 後疑陽性から陰性に転

換 し,Tb抗 原に対する陽牲持続が幾分長 く,且 つ特異

的反応強 く、Tm抗 原 も共通抗原性を現わすが,概 して

反応弱 く陽性博続期聞 も短い⇔臨床的肺結核患者血清に

対する反応においても,Tb抗 原の方がT搬 抗原 より陽

性率が高いのと同じ傾向を示す。

チモシー菌免疫群においては,Tb,Tm両 抗原ともに

陽性反応持続期聞等 しく,第6～7週 迄陽性・以後疑陽

性 より陰性に転換 し,反 応度も同程度で両抗原間に特異

的差違は認められない。又人型結核菌免疫群に比 し陽蛙

期聞も短 く一般に反応も幾分弱いのが認められる◎
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第2衰 チモシ戸生菌免疫家兎群における沈降反応
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実験II結 核菌及びチモシー菌のアンチ

勅 ミン酬 残館 慨 露 勉

清における沈隆反応

人型結捜菌及びチ事シー菌をアソチホルミンで浸出し

たものを抗原とし,浸 出後の残渣菌体を以て家兎を免疫

し,両 抗原に対する沈降反応を現わすか否かを,免 疫後

適を追つて交叉的に追求 し,残 渣菌体中にもなお洗降元

性が残つているか否かを検討 してみた¢

実 験 方 法

免疫元(沈 降元):入 型結縷菌及びチモシー菌をアン

チホル ミンで浸鐵後の残渣菌体を生理的食塩水で洗驚遠

心すること数回,洪 灘液がアンチホルミンを含まず全 く

申性となつた時,菌 体を滅菌濾紙にして吸湿水分を十分

に取つたものを秤量,璃 璃乳鉢で磨 りながら生理的食塩

水を滴下}結 核菌残淡菌体は1CKXlxx19・ の割に,チ モ

シー菌残渣菌体は1磁 ユOmg・の割の浮游液を作るes

免疫法:健 康家兎3匹 宛二群に分ち,一 群には結諺

菌残澄菌体を1k29/1c9宛,他 群にはチモシー一残渣菌体

を10mg/1CG宛 皮下に接種すew

沈降反応実施法:残 渣菌体接種後1週 毎に家兎より

採血,洗 降反応術式は前回同様にして同一血溝に対 し紬

核菌抗原及びチモシー函抗原を以て同時に次の如 く交叉

的に洗降反応を試みた◎

(血 清)+(抗 原)

諜 難器購 娩 ＼/徽 菌浸蹴原
〆
礁 離 購 △ 蕪 シー轍
実 験 成 績

1)結 捜菌浸繊残渣菌体免疫群

第3表 結核菌浸出残流菌体免疫群における沈降反応
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人型結核菌の浸出残蔽菌体を1

≧η9.宛 健康家兎Ne・7・&9忙

波下接種後・免疫経過を追つて鐘

週Ti,抗 原及びTm抗 原を以て

同時に沈降反応を行つた結果,次

の如き成績を得た(第3表)。

表の如 く結核菌浸出残濱菌体免

疫家兎血清における沈降反応は一

般に陽性持続期間が短 く一過性に

陽性を示すに過 ぎない◎しかもTb

抗原に対 しては第2週 乃至第4週 迄陽性を示すが,Tm

抗 原に対 しては第1週 のみ或は第3週 迄陽性を示す程慶

で,す ぐ陰性に移行 して しま うのがみられる◇

2)チ モシー菌浸出残溢菌体免疫群

チモシー菌の浸m残 渣菌体を10mg宛,健 康家兎No。

10.11,12の3匹 にそれぞれ皮下接種後,一 週毎経過を

追つてTb抗 原及びTm抗 原による沈降反応を交叉的

に試験 した結果,次 の如き成績を得た(第4表)。

表の如 くチモシー浸出残渣菌体免疫では,「rm'抗原に

対 して弱陽性反応を呈すが反応一一般に弱 く,且 つ陽性期

間 も第2～3週 の間にのみ一過性に現われ,以 後程なく

陰性に転換するe一 方Tb抗 原に対しては殆んど陰性で,

チモシー生菌免疫の場合に比 し測!{に よりその残渣菌体

には結核抗原に対する共通沈降元(免 疫元)性は失われる

ものと思われる◎

小 括 並 び に 考 按

結核菌及びチモシー菌をア ンチホル ミンで浸出せる残

漉菌体をそれ ぞれ二群の家兎に皮下接種 し,両 群に射し

それぞれTb抗 原,Tm抗 原 を用いて沈降反応を交叉的に

行い,菌 種に依 る特異反応の有無,及 び浸出残渣菌体中

に沈降元性がなお残存するか否かを比較検討 してみた¢

1)結 核菌浸出残液菌体免疫群では

(a)Tm抗 原に対 しては第1～3週 の間陽性を呈し

第4週 以後陰性となるc

(b)こ れに反しTb抗 原に対しては第1週 より第3

～4週 の聞陽性反応を畢し第5週 以後疑陽性より

陰性に転換 した○

の チモシー菌浸出残渣菌体免疫群では

(a)Tl}}抗 原に対 しては策1週 は陰性だが第2週

より弱陽性,第3週 中等度乃至

強陽性を示し,第4週 弱陽性乃

至疑陽性 となり第5週 以後陰性

に転換するΦ

(b)こ 才しに反 しTb抗 原に対

しては殆んど陰性に終 り陽性反

応を呈したものはないo

以上の如 く前述の結核菌及びチ、

モシー菌生菌免疫群に比べて噌般
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第4表 チモシー菌浸出残溢菌体免疫群における沈降反応
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に沈降反応弱 く,且 つ陽性持続期問 もny過性に第1週 乃

至第4週 迄 しか続かず,以 後す ぐ陰牲に転換するのがみ

られ,浸 出残澄菌体中には沈降元性が生菌に比 し遙かに

減弱するのがみられる◎また陽性度及び陽性持続期間よ

りみて,結 核菌浸出陵渣菌体免疫群においてはTb抗 原,

Tm抗 原両種に共通的に陽性反応を示 し,しかもTb抗 原

の方に特異的に反応するのがみられた◎一方チモシー浸

出残渣菌体免疫群ではTm抗 原にのみ特 異的 に反 応

し,Tb抗 原 に対しては反応を呈せず,す なわちチモシー一

菌はアソチホルミン浸出によりその残渣菌体申には結核

菌抗原に対する共通洗降元性が失われるものと思われる◎

実験III結 核菌及びチモシー菌アンチホ

ルミン澄出抗原透析液に関する実験

結核菌及びチモシー菌のアソチホル ミン浸出抗原を透

析,抗 原中よりアンチホルミンを除去 したものを薪たに

抗原として,そ の沈降元(免 疫元)性,反 応元性及び結核

海撰に射するアレルゲン性を実験 してみた¢

笑 験 方 法

透析抗原:沈 降反応抗原として用いた結核菌及びチ

モシー菌のアンチホル ミン浸出液を透析膜(コ 禅ヂウム

嚢)に て72～120時 間(3～5日 聞)流 水申で透析,ア

ソチホルミソを完全に透析シアルカリ性よわ申性になつ

たものを抗原として次の如 く実験 した、

1)家 兎免疫実験

健康家兎3匹 宛を二群に分け

第一癖No・13・14・15に は結核菌透析抗原を1cxx宛 ◎

第二群No.16.17・18に はチモシ・・…透析抗原を2cn宛

皮下注射免疫後1週 毎に採血,各i家 兎抗血清につき結核

菌,チ モシー菌アンチホル ミン浸出抗原及び同透析抗原

の4種 抗原を次の如 く交叉的に用いて,既 述の法に従い

洗降反応を試みた◎

ノ

(血 渚)

第1群 結核菌透析
抗原免疫家兎血渚

第2群 チモシー菌
透析抗原免疫家兎
血漕

十 ,(抗 原)

結 核 菌 ア ンチ ホ
ノ霞 ン浸 出液

同上 透 析 液

チ モ シ ー菌 ア ソ
チ ホ 彫 ミ ン浸 掛

液

同上透析液

2)臨 床 笑 験

結核菌及びチモシー菌のアンチ

ホルミン浸出抗原に対して陽性反

応を明らかに示す15例 の肺結核

患者.血清について,既 述の方法に

より透析抗原を用いて沈降反応を

試み,四 種抗原の異同を次の如く

薄照 して検すe

結核菌アンチホルミン浸
/出 液

/凋 上瀦液
㈱ 儲鰍 ≒

〉 撫 菌ア… ルミ
'同 上 透析液

3)結 核海狸に封する皮内反応

健康白毛海狸(300瓦 前後)7匹 に人型結捜生菌H2株

をゐmg宛 右膿 轍 下に接醸 第4週 と第7週 の2

回皮内反応を試む◎対照としてツベルクリンR6mer反

応 を行 う。すなわち法の如 く背側を勇毛,右 側には結捜

菌アンチホルミン浸繊透析抗原をO.1c.c,左 側 には対照

として旧ッ"・"ルクリソユ0倍稀釈液を0・1c,c.それぞれ皮

内に注射,48時 間後に局所の発赤並びに硬結の大 さを

測定して陰陽を判定する◎ ・

以上の実験の結果,次 の如き成績を得た◎

実 験 成 績

1)家 兎免疫実験

(a)結 核菌透析抗原免疫群

健康家兎N)13・14・15に 結 核菌透析抗原1c鳳 宛皮

下注射後,1週 毎それら抗血溝について4種 抗原を用い

て交叉的に沈降反応を同時に行つた結果次の如き成績を

得た(第5表)"

表 の如 く結核菌浸出抗原及びその透析抗原に対 して略

略同程度弱陽性反応を呈するに反 し,チ モシー菌浸出抗

原及び同透折抗原に対しては,さ らに反応弱きことを知

るo

(b)チ モシー菌透折抗原免疫群

健康家兎N◎.16・17・18の3匹 にチモシー菌透析抗原

2c£.宛皮下注射後,1週 毎4種 抗原を用いて交叉的に沈

降反応を試みた結果,次 の如き成績を得た(第6表)。

表についてみる如 くTb,Tm抗 原 ともに略々同じよ

うに反応 しているが,T}}}抗 原の方が幾分特異的に反応

するかにみられる◎なおN・.18は4種 抗原に対しいず

れ も陰性に終る○また一般に透析抗原より,ア ンチホル

ミン浸欝の旧抗原の方が幾分反応が強いように思われる。

2)臨 床 実 験

肺結核患者15例 の血清について結核菌及びチモシー

菌のアンチホル ミン浸出抗原及び同透析抗原の4種 抗原

を用いて沈降反応を行つた結果,次 の如き成績を得た。

(第7表)◇

一17～
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鎮5表 結核菌透析抗原免疫群における沈降反応
{

鼠肉懸 領
,
Nα13 Nα14・ [Nα15
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娠
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一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 曲 一 一 帥 鞘 鞠 備1
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5
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華轡

篤 今 週.
幡 榊 一 蝉 一 ÷ ナ ÷ _1一 ± 十 十 軸 一謄 十 十 蜂 士 一 土 ± ± 軸 一

第8週 ÷ 十 } {1鞘

コ
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一

.二じ
胸
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第f遭

繍 一 一 着
τ

一 鰭 囎 齢 鱒 鱒

+1李

繍 騰 為
F
儲 噺

第2週.
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一
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一

1
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錦6裏 チモシー菌透析抗原免疫群における沈降反応
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第8週,
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爾 廼 :鋤麺憂晦 チそソ噛 遡 抗象結核歯…勲 抗漂 チξ拓歯麹欧原結核鍼 麟原狂ジ噛ち融抗原
第1坦 一 { 一 仰 } 一
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一 … 一 剛 輔 噸 唱 購 襯 一

、
㎜ 襯 葡 鱒 ∴ 卿 軸 一 聯 制 一

第2遇 一 一 備 一 } }

唇"

一 一 一 　
,十 士 燭 脚 土よ 十 f 哺 脚 剛 卿 卿 螺 輸 ㎜ 瞬 噺 　

第3週.
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第6姐
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第7週
楠 ・ 備 幽 噛 纈 講 縄 ㎝ 一 　 } 一 申 脚 鞭 需 締 嫡 繍 備 騨 岬 榊 禰 繭 欄 備 鞘 働

彬8週 轍 軸 轡 " 徽 一 轡 禰 備 } 騨 伽 鱒 瓢 幽 榊 艸 … 一 鵬 　 一 蜘 禰 　 榊 痢 磯 榊 撫 一
,

一 一 一

第7表 肺結核患者血清の結核菌及びチモシー菌

浸出抗原及び透析抗原に対する沈降反応

「"

姓 る

-

年

令

臨 永、所 見
`沈 降 反 応 機 積

「

匪診 断 病期
病
型歯
結嫉歯アノ槻 ミン抗乗 周 遷.析 抗原 レεシ・勧 琳`ミ 就 凍

1周 遷 新ρ抗 原

2斌 4× 6と 8笈 綿冥型 2紅 4獲 6誕盛 1似契袋 躯 6江
1
8κ 1似髪2翼 」4x 6鷲 8笈 海 1型

舞
■

両側琳紘嫉 五 ε (+孟 十 響 辮 十 十㈱ ÷ ÷ 幽 一 一 (十) 十 十 鷲 十 幽 (紛 十 一 蝉 伽 匂 爾
2∫ 両{鋼わ結媛 亙 ξ 嚇 辮 辮 辮 汁 尋㈱ 十 十 十 ± 一 1+) 十 帯 卦 卦 甚㈱ 士十 一 占 殉

(衿　
33 翻珊肺結犠 五 脅 ← ・}欝 鷲 嚇 砦 一 ㈹ ÷ 土 十 輪 r ㈹ 十 十 十 十 一 の 十 一 繍 一 鱒 ㈱
22 両擢慨轄 棲 班 ε {℃帯 砦 碁 吾 十㈹ ÷ ÷ 十 一 μ 〔「け 轡 十 拝 十 十 ω 聯 轍 甲 輯 " ←,
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夢}
= 繍 鞠 モ→

2る 両糊嶺 核 π 蕉 ←) ÷ 十 ÷ 士 噌 ω 十 土 轍 導 鼎 爾 ← 十 十 一 脚 ㈹ 土 土 一 輔 糊 d頃一

一陣一 一一…　
一
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1タ

_.麺 灘 吉抜 π ε 嚇 十 賛 嚇 十
蟹輔 ㈹ 十 土 一 轍 嶋 ㈲ た 士 轍 御 扁 ㈹聾の駒扁 一 備 欄 h {→

画瑚櫨 核 厘 長 軌 拳 ← 土
働 "

(†1÷ 十
鵜 欄 糊 網 十 士 ま 轍 漏 ㊥ 嚇 戸 繍 漏 儒 u一 28 声秘助結獄 1 ε (一♪ 幸 ← 碁 撫 繍 ⑯ 帽 働 嶋 鵜 一 `→ ← 十 十 層 蘭 ㊧ 聯 輔 囑 繍 噂 8

28 刮則肺結赦 π ε 戦 千 嚇 鶯 十 土 ㈱ 牽 十 十 顧 鱒 ㈲ 十 十 十 ±:一 ㈲ 十 士 繍 ㎜ 鞠 硝
創 蒐イ期肺繕赦 z 露 ←タ噺 ÷ ÷ } 一 (つ 一 嶺 一 嘗 燭 8 ← 十 ㎞ 扁 一 備 一 輸 備 " 扁 8

妬 両側肺絡棟 互 脅 ζ→ か 李 嚇 之 一 〈給 十 偽 佛 齢 購 ㈲ 十 十 十 轡 士 備 十 一 ω「 繍

備考

ー型病
期
期
期

一
ご
三

第
第
第

1
五
皿

ー期病 羅 糊麟齢
(S)結 核菌アンチホル ミン浸出抗原に対して15例 総

てが陽性を示すのに反 し,同 透析抗原では4例 が陰性を

示し飢その他の者 も皆沈降反応衡翻

弱で強陽牲のものも弱陽性となっ

てしSま5。

(b)チ モシー菌アンチホルミン

浸出抗原に対しては,15例 殆んど

総てが陽性でただ1例 疑陽性を呈

したのに反し,同 透析抗原に対し

ては9例 陰性,2例 疑陽性で僅か ・

4例 が弱陽性を示 したに過ぎない。

以上結核菌及びチ多シー菌のア
'

ンチホル ミン浸出抗原を透析せし
ノ

めると両抗原とも,洗 降反応度が.

著 しぐ低下するのが認められた。

3)結 核海狸に対する皮内反応

健康海狸No・1～7の7匹 に

結核生菌接種感染後,第4週 と第

7週 のツベルク リンアレルギ....発

現期に結核菌アンチホルミン浸出

透析抗原を0・1c意宛,皮 内注射を

行い,ツ ペルクリン様アレルギー

反応を呈するか否かを試験した結

果・つぎの如き成績を得た(第8表)。

表にみる如 く対照としてツベル

クリン:Rδn窃 反応を行いしにい

ずれ も著明に陽性反応を呈し,第4

週第F7と もに同程度の反応を示

したのに反 し,結 核菌透析抗原に

対 しては,か すかに疑陽性隻

乃至は殆んど陰性に近い反 ・

応を示し,た だ注射針穿刺

局所の刺戟による反応とし

か認められぬ程度で,・:本抗

原中にはツベルクリン様物

質1ま殆んど含有されていな

いことを知る。

小 括 並 び に 考 按

1)結 核菌及びチモシー

菌のアンチホルミン浸出抗

原を透析し,ア ンチホルミ

ンを除去 したものを抗原と

して家兎に接種その抗血溝

について結核菌及びチモシ

侮両菌体のアンチホルミン

浸出抗原及び同透析抗原の

4種 を用いて交叉的に沈降

反応を試み,透 析抗原の沈

降反応免疫元性並びに反応

元性を検討した結果,結 核菌透析抗原免疫群では結接菌

一一18-rP
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第8表 結核菌透析抗原による結核海瞑皮内反応
ム 　 一

翻 壷
レ1酵

翻鱒 号

第 琢・ 週 第七 週
lo篤旧ッ轟 グリソ結核醗櫛糠 }0帽 ヅ廟4リソ

帆撒
一

Nαi,

NO,2,

飼α3,

NO.4

Nq5

Nα6.

Nα 骸

9Xlo

舞(±)
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抗原に特異性を示 し,チ モシー菌抗原は反応微弱 となり

共通反応元性の減弱するのがみられた◎一方チモシー菌

透析抗原免疫群ではチモジー菌抗原に対する特異性は著

明でなく結核菌抗原に対 しても略々同程度に反応し共通

抗原性を示す。併し本免疫群中N◎.1&は4種 抗原い

ずれも陰性診 チモシー菌透析抗原は結捜菌透析抗原に

比し免疫元性も劣るのがみられる◎また結核菌及びチモ

シー菌の生菌体免疫に比 し,両 菌体のアンチホルミン浸

出透析抗原免疫では湧降反応出現期間も一過性で,そ の

反応度も弱く,免 疫元性は著 しく低下するのがみられ,

侵出残渣菌体免疫の場合と同程度或はそれよりやや劣る

かにみられる◎

2)更 に肺結核患者血清についても4種 抗原を用いて,

沈降反応を臨床的に試み比較検討 してみた結果,結 核菌

及びチモシー菌アソチホル ミン浸出抗原より透析により

アンチホルミソを除去すると,抗 原反応力の著 しく低下

ナるのがみられ,抗 原中のアソチホル ミン含有の有無に

より反応出現力を左右 されるものと考えられる◎前報既

述対照試験においてレチシソ,3%食 塩水,ア ンチホル

ミン個々について検討 してみたが,こ れ等単独では反応

せず沈降反応賦活作用を営むに過ぎず,結 核菌及びチモ

シー菌の浸出菌体成分が特異的庚応因子をなしているも

のと考えられる0

3)結 核海狸に対 し結核菌アソチホル ミソ浸出透析抗

原を皮内に注射 して,ツ ペルクリンアレルギー反応を呈

するか否かを検 したが認むべき反応は呈せず,本 抗原中

にはツベルクリソ様物質は殆んど含有していないものと

考えられる◎

総括 並 び に結論

人型結核菌及びチモシー菌の生菌及びアソチホル

ミン浸崖残渣菌体をそれぞれ家兎に接種その抗血清

について結核菌及びチモシー菌アソチホル ミン浸出

抗原を用いて交叉的に沈降反応を試み,両 抗原の共

通性並びに特異性を動物実験的に検討してみた結果,

結 核生菌免疫家兎血満に対しては同種結桜菌抗原の

方が反応強 く,陽 性持続期聞 も長 く特異 的 に作 用

し,チ モシー菌抗原 も同じく共通抗原性を示すが反

応弱きことを知る。一方チ釜シー生菌免疫家兎血漕

においてはチそシー菌抗原に対する特異反応認めら

れず,両 抗原に対する沈降し(応同程度陽性で共通抗原性

を示 した¢

結核菌アンチホルミン浸出鐵渣痢体免疫家兎血清では

両抗原に対 し共通的に陽性反応を呈 し共通免疫元性が残

存するのが認められ,し かも同種結捜菌抗原に対する方

が陽性度強く陽性持続期間も幾分延長し特異的に反応す

る◎他方チモシー菌浸出残渣菌体免疫群ではチモシー菌

抗原に対 してのみ特異的に反応を示 し,結 捜菌抗原に対

してほ陰性に終 り,チ モシー浸出残渣菌体は結捜菌抗原

に対する共通沈降元(免 疫元)性 を喪失するものと思わ

れる◎ 一

両菌株 とも浸斑残液菌体で免疫する場合,全 菌体免疫

に比 し沈降反応 も著 しく弱まり,両 抗原に対ずる共通沈

降元性も減弱或は喪失するのがみられた拶

結核菌及びチモシー菌のアンチホル ミン浸出液を透析
ψ
アソチホルミンを除去したものを抗原として家兎を免疫

し,そ の抗血清についてアンチホルミン浸出抗原及び同

透析抗原の4種 抗原に対する沈降反応を交叉的に試みた

結果,い ずれも微弱ながら沈降反応を呈 したが,菌 体免

疫の場合より遙かに免疫元性が低下するのが確かめられ

た◎また肺結核患者血清についても同じくこれ等4種 抗

原を用いて沈降反応を試みた結果,透 析抗原に対 しては

沈降反応度の減弱するのがみられた。これは抗原中菌体

成分の外アンチホル ミン含有により沈降反応出現が促進

されるものと考えられる。さらに結核菌アンチホルミン

浸出透祈抗原の結捜海狸に対する皮内反応を検 した結果雛

結核アレルギー反応は呈せず,本 抗原中にはッペルクリ

ソ様物軍は殆んど含有 しないものとみなされる◇

欄筆に臨み御懇篤なる御指導並びに御校閲を賜つた美

甘義夫教授に深く感謝する◎

壷
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